
◆特別記念茶会
普段は入れない記念館の茶室を一日限定で茶席の会場とし、館長の平櫛
弘子さんが席持ちします。
d５月４日（月・祝）　午前１０時１５分〜午後２時１５分
b記念館茶室　
c６０人（一席最大１０人）　s一席５００円
m４月１５日（水）までに、申込みフォーム（右図QRコード）
へ（申込み多数の場合は抽選）

耐震補強・改修工事のため、一部中止していた
記念館の館内公開を４月２５日（土）から、６年
ぶりに再開します。ぜひ、お越しください。
i平櫛田中彫刻美術館☎０４２（３４１）００９８

平櫛田中彫刻美術館
記念館の一般公開を再開します

記録集　平櫛田中邸の記憶

企画展　新収蔵品展

再開記念イベント
平櫛田中彫刻美術館は、平櫛田中の作品を保存・展示し、ながくその功績を
顕彰するとともに、市民文化の向上を図ることを目的として開館しました。
美術館には、記念館（田中が暮らした邸宅）と、作品を展示するために作ら
れた展示館があります。
令和２年度以降、記念館の耐震強度が基準値を大きく下回っていることが判
明したため館内の見学を中止し、耐震補強・改修工事を行いました。
工事が完了したため、玄関までしか公開していなかった記念館の客間や茶
室、アトリエなどの内部が見られるようになります。

開館時間午前１０時〜午後４時
※午後３時３０分までに入館してください。
所在地学園西町１−７−５
※駐車場はありません。
観覧料一般３００円（２２０円）、小・中学生１５０円（１１０円）
※カッコ内は２０人以上の団体料金。
休館日火曜日（祝日の場合はその翌日）、年末年始
※�アクセスなど、詳しくは小平市h（ID７００２１）をご
覧ください。

平櫛田中邸と田中が小平で過ごした日常の様子を
収録した記録集を刊行しました。
記録集は、平櫛田中彫刻美術館で購入できます。
※�詳しくは、小平市h（ID１２６９５７）をご覧く
ださい。

s２,０００円

近年、新たに美術館に寄贈・寄託された作品を紹
介します。
d５月１７日（日）まで　b展示館

◆館内ガイド
平櫛田中の孫で、記念館で生活をしていたこともある
館長の平櫛弘子さんによる館内ガイドを行います。
d▷４月２５日（土）　午後１時３０分から
▷４月２９日（水・祝）　午前１０時３０分から、午後１時３０分から
b展示館（１階ホール受付）　m当日、会場へ

※別途、観覧料が必要です。

◆トークイベント
記念館の設計を手がけた建築家・大江宏さんの息子で、自身も建築家で
平櫛田中彫刻美術館「展示館」の設計や三渓園「鶴翔閣」（横浜市）の
保存再生設計などをした法政大学名誉教授の大江新さんと、法政大学で
大江宏建築のアーカイブ事業に携わる藤本貴子さんが、建築の専門家か
ら見た記念館の魅力や大江宏さんの仕事について話します。
d５月２日（土）　午後１時３０分〜2時30分　b記念館
m４月１５日（水）までに、申込みフォーム（右下図QRコード）へ（申込
み多数の場合は抽選）

平櫛弘子さん

平櫛田中彫刻美術館

彫刻家。明治５年に現在の岡山県井原市に生まれまし
た。代表作に「鏡獅子」、「転生」、「法堂二笑」などが
あります。昭和４５年から昭和５４年に１０７歳で亡くな
るまでのおよそ１０年間を小平で過ごし、昭和３７年に
文化勲章を受章、昭和４７年に小平市名誉市民となり
ました。

平櫛田中（ひらくしでんちゅう）

アトリエなど、田中の暮らした当時の様子を見ることができます。
記念館の設計者は、国立能楽堂や乃木会館などの設計
で知られる大江宏さん。書院造りと呼ばれる建物で、
方形の屋根を特色としています。
玉川上水をのぞむ庭園では、梅やつつじをはじめとす
る四季折々の草花を楽しめるほか、春と秋には、お茶
会などのイベントを行っています。 記念館（客間）

記念館（平櫛田中邸）

利用案内

つながり、共に創るまち　こだいら

ぶるべー

彫刻美術館
平櫛田中

市報こだいらは、電子
書籍があり、日本語を
含む１０か国語で読めま
す。
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